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準備でき次第 

 

本部は、ＪＲ春闘を牽引すべき使命をもち「鉄道業に相応しい賃金体制」実現に向け、999 機
関の激励体制を背景に、労使議論を重視し、団体交渉に全精力を傾注してきました。 

しかし、会社は「所定昇給額を算出基礎とすることが、もっとも望ましい」という考えを一貫
しました。本部が主張するベア（「物価上昇分」「生活向上分」「他企業との足並み」「企業業績の
還元」）は、基本給を基礎として、全員一律に配分するべき考えであるため、激しい対立を余儀な

くされ、回答指定日を大きく超えることになりました。 

また、異例ではありますが、申 23号「格差賃金を許さず、年功賃金を維持した公平な賃金を引
き上げを求める緊急申し入れ」を行い、ベアの算出は、全員一律に、全員に等しく平等に配分す
ることを求めて来ました。 

本日、「定額ベア」と所定昇給額を用いた「定率ベア」実施で格差是正を実現し、妥結しました。 


